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自動販売機のFace画像の類似度測定モデルの構築
～OSSを活用した分析の試行的取組み～
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取り組みの概要

モデルの構造(アルゴリズム)

業界の課題 手法・ツールの適用による解決

考察と今後の展望

Yolo v5

SIFT/FLANN

◼ 約220万台もの自動販売機が日本全国で
日々稼働しており、競争が激化している

◼ 差別化のための自動販売機の商品ライン
アップ（Face）の最適化が課題の1つとなっ
ている

◼ 最適化条件を発見するために、外部者が
実施可能な範囲で自動販売機を試験的に
分析し、さらに結果をもとに今後取り組むべ
き追加の分析手法等を考察する

◼ 今回は、AI（OSS）を活用して、自動販売機
同士のFace画像の類似度を測定する
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画像中から特徴点を検出し、
特徴量を算出後、特徴量の
距離が近いものを類似度が
高いとし、対応付ける

Face画像の中から、「ペット
ボトル商品」と「缶商品」を検
知し、それらの部分のみを
類似度測定用に切り出す
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各メーカーHPから商品
画像を収集

稼働中の自動販売機を
撮影

学習用に教師データと
して、ペットボトル商品
と缶商品をアノテーショ
ン（OSS活用）

Google Colaboratory

のGPUで、作成した教

師データを用いて学習
させる

学習済モデルをダウン
ロードし、ローカル環境
で類似度を測定する

測定結果
考察

追加データ
取得・分析

自動販売機毎の商品
売上データや利用客
データ等と組み合わせ
た分析を行うことで、
最適化条件を導出す
ることが可能になると
思われる

OSSを活用した分析
モデルでも、人間が認
知している感覚（異な
るメーカー同士の
Face画像は類似度が

低い）とほぼ同様の結
果が得られた


